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QAサイトでの共起に基づく患者の自覚症状入力支援

新本 拓也1 湯本 高行1 金子 周司2 礒川 悌次郎1 松井 伸之1 上浦 尚武1

概要：本研究では，ユーザが問診などで症状や症状が起こった部位などを入力する際にそれを支援するた
めの QAサイトを利用した語彙の推薦手法を提案する．QAサイトの質問テキストから抽出した症状とそ

の部位を利用して相関ルールとして表される共起関係を収集する．得られた相関ルールに対して，入力さ

れた症状や部位のクエリと対応する条件部を持つ相関ルールの帰結部である症状と部位をランキングして，

推薦結果として出力する．この推薦結果は入力に対して同時に発生するような症状や入力の言い換え表現

が含まれ，自覚症状として問診などの際の入力を促すことができる．評価として 10のクエリに対して提案

手法を適用したところ，症状「痛み」+部位「目」に対して症状「頭痛」，症状「頭痛」に対して症状「痛

み」+部位「頭」などを推薦できた．

1. はじめに

医療現場において医療従事者の医療以外の事務作業など

に費やす時間を削減し，より患者や医療に向き合える体制

を構築していくことは今後の医療の発展に必要不可欠な課

題である．しかし，医者の勤務時間の割り当てにおいて多

くの時間が電子カルテの入力などの事務作業に多くの時間

が費やされているという報告も存在する [1]．ここで問診な

どでの自覚症状の入力を患者自身が行えるようになること

ができれば待合などでの時間で入力を行い，医療従事者の

事務作業の時間を削減できるのではないかと考えている．

また，一つの課題として自覚症状の入力を行う際に，専

門用語は患者などの一般のユーザには分からないという問

題がある．そこで一般ユーザにも理解がしやすく，多様性

のある電子データとして QAサイトでの質問記事を利用す

る．これにより，よりユーザに身近な表現を用いた入力支

援が行える可能性がある．また，専門家でないユーザに自

覚症状の入力を求めたときに，それに関連する症状を自覚

していても申告しない可能性があるということも問題とし

て挙げられる．

本研究では，ユーザが問診などで症状や症状が起こった

部位などを入力する際にそれを支援するための QAサイト

を利用した語彙の推薦手法を提案する．QAサイトの質問

テキストから抽出した症状とその部位を利用して相関ルー

ルとして表される共起関係を収集する．得られた相関ルー

ルに対して，入力された症状や部位のクエリと対応する条

件部を持つ相関ルールの帰結部である症状と部位をランキ
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ングして，推薦結果として出力する．この推薦結果は入力

に対して同時に発生するような症状や入力の言い換え表現

が含まれ，自覚症状として問診などの際の入力を促すこと

ができる．

たとえば症状として「咳」と部位として「喉」が入力さ

れたときに，関連する症状として「痛み+のど」を出力し，

関連する自覚症状としての入力を促すことなどができる．

2. 関連研究

2.1 使用する言語リソース

本研究では言語リソースとしてMEDISの ICD-10対応

標準病名マスター [2]やライフサイエンス辞書 (LSD)[3]を

使用している．

ICD-10とは世界保健機関 (WHO) が作成した疾病や死

亡のデータの体系的な記録，分析，解釈及び比較を行うた

めの分類である [4]．ICD-10対応標準病名マスターはこの

ICD-10に基づいて標準的な日本語の病名と病名に対応す

る ICDコードを収録した基本マスターとなっている．

また，ICD-10標準病名マスターだけでは表記揺れに対

応できないため，LSDも併用する．LSDは生命科学分野

の専門用語に関しての類語辞典で，頻繁な用語の追加や

改訂で先進的な用語も取り入れられている．さらにこの

LSDにはMedical Subject Heading(MeSH)に対応した用

語の階層構造が概念ツリーとして収録されている．MeSH

はアメリカ国立医学図書館の制定した文書の索引付け，目

録作成，検索に使用される用語集であり，主要カテゴリか

ら階層構造を下位に移していくことで厳密な定義語を得

ることができる [5]．たとえばMeSH Tree Structureでは
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Extremities(UniqueID：D005121) の下に Lower Extrem-

ity(D035002)，Upper Extremity(D034941)，Amputation

Stumps(D000672)が与えられる．これは LSDにおいては

四肢 (Extremities) の下に下肢 (Lower Extremity)，上肢

(Upper Extremity)，切断端 (Amputation Stumps)として

ツリー構造ごと日本語訳されて収録されている．本研究で

は LSDに収録されたこの概念ツリーを利用し，表記揺れ

の統一などを行う．

2.2 相関ルール

相関ルールとは Aと Bを個々のアイテムとして含むト

ランザクションが与えられたとき，A を含むトランザク

ションが Bを含むことを示すルールである [6]．相関ルー

ルは一般に A ⇒ Bで表され，Aを相関ルールにおける条

件部，Bを帰結部という．相関ルールの評価指標として支

持度 (support)，確信度 (confidence)，リフト値 (lift)が挙

げられる．支持度は Aと Bの共起確率であり，確信度は

Aが与えられたときに Bが出現する条件付き確率，A ⇒ B

のリフト値は確信度を Bの支持度で割ったものとなってい

る．相関ルールの探索はある Aや Bをアイテムとして含

むトランザクションのセットにおいてユーザの指定した最

小支持度，最小確信度を超える全てのルールを発見する問

題で，これによって得られたルールは同時性と関連性が高

いルールと期待できる．

相関ルールの探索は一般的に Aprioriアルゴリズムを用

いられる [7]．このアルゴリズムは通常，より一般化された

アイテムの表現や上位下位概念を考慮したものにはなって

いない [8]．たとえば，衣服-アウター-ジャケットや履き物-

靴といった分類構造を持つアイテムの相関ルールは，通常

「靴」と「ジャケット」といった最も下層のアイテム同士で

のルール抽出が想定される．そのため，「アウター⇒靴」の

ようなルールはそのままでは抽出されない．これの解決に

は，用いるトランザクションへのアイテムの追加や，分類

木構造を利用したルール抽出の効率化などの工夫が必要と

なる．本研究では，部位の表現に LSDに収録された部位の

概念ツリーを用いるため，このようなツリーの構造上上位

に存在する部位表現との相関ルール抽出が必要とされる．

3. 提案手法

本研究では QAサイトの質問記事から相関ルールを抽出

し，そのルールを用いて推薦を行う．推薦では入力の症状

や部位に対して，言い換えの表現や同時に発生しやすい症

状を出力として得ることができ，これによって，ユーザに

対して入力の症状と同時に出力のような症状が発生してい

ないか問いかけ，自覚症状として把握させることができる．

なお，一連の流れを図 1に示す．本研究では情報システム

研究機構国立情報学研究所の情報学研究データリポジトリ

から提供を受けたYahoo!データセット [9]の「病気、症状、

図 1 提案手法の概要の一部

ヘルスケア」カテゴリ質問記事 75000件を使用する．

3.1 質問記事からの症状トランザクションセットの作成

推薦に用いるルール抽出のため，Yahoo!データセットの

質問記事からトランザクションのセットを作成する．各ト

ランザクションは症状と起こった部位をセットにしたアイ

テム (以下「症状＋部位」)を含んでおり，トランザクショ

ン中での「症状＋部位」の共起から相関ルールを抽出する．

そのため，各トランザクションとなる質問記事から症状と

部位を抽出する必要がある．この症状と部位の抽出は QA

サイトから病訴検索する手法 [10]の一部を基に行う．

3.1.1 症状の抽出

症状の抽出は質問テキストの形態素解析で得られた形態

素と，病名マスターの形態素解析で得られた形態素の比較

によって行う．形態素に分解した各質問記事のそれぞれの

テキストについて，病名マスター中の病名やその表記揺れ

となる病名とに共通する名詞数から症状の候補を決定し，

形態素単位での距離から候補とテキスト中の対応する部分

の同定を行う．たとえば，「軽い腹痛や腰痛があります」と

いうテキストと，「腹痛症」という病名があるなら，テキ

ストと病名の共通の名詞数は「腹痛」の 1つだけであり，

これに対して病名の名詞数は 2であるため，スコアとして

1/2が与えられる．このスコアが上位のものをそのテキス

トで出現する症状の候補として決定し，その候補とテキス

トの対応部分を形態素単位の距離を比較する．「軽い腹痛

や腰痛があります」というテキストであれば，候補となっ

た「腰痛症」ともっとも近い距離を持っているのが下線の

部分であるため，そこがテキストと症状の対応部分である

と決める．このとき，得られた症状は ICD-10コード付き
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の症状として保存される．

3.1.2 関連部位の抽出

関連部位は係り受け解析からルールベースの手法で

行う．係り受け解析には JUMAN 辞書 [11] を適用した

CaboCha[12]を利用する．JUMAN辞書には解析時に各形

態素にその形態素のカテゴリ情報が付与される．それに

よって解析された形態素に「カテゴリ：動物-部位」を含む

ものを部位と判定し，その形態素が含まれる文節を抽出す

る．さらに，LSDに含まれる部位の類似表現を含む文節も

部位と判定する．また，ルールの抽出に「症状＋部位」で

セットにしているため，抽出された症状を含む文節と部位

表現を含む文節の係り受け関係によって症状と部位を対応

付ける．この際，係り受けによって対応する部位が存在し

ない症状もアイテムとして認める．

3.2 部位の概念ツリーの構築

抽出を行った部位は表記揺れが多く含まれている．その

ため，この表記揺れを統一する手段として LSDに収録さ

れている部位の概念ツリーを利用した部位表現の拡張を行

う．得られた部位表現を LSDの部位概念ツリーに対応付

けることで，類義語や上位下位概念を扱うことができるよ

うになる．部位表現と LSDの概念ツリーとの対応付けは

以下の三段階によって行う．

( 1 ) LSDの類語関係を使用した完全一致

( 2 ) Wikipediaのリダイレクト・リンクアンカー関係を用

いた完全一致

( 3 ) 既に関連づけられた部位情報との部分一致

(1)は LSDに含まれる類語辞書を用い，概念ツリーの各

ノードに対象の部位表現を対応させる段階である．(2)は

対象の部位表現をWikipediaのリダイレクト・リンクアン

カー関係によって概念ツリーの各ノードに対応付ける段階

となっている．リダイレクトとはWikipediaで略称や別表

記を検索した際にその語に対応する実際の記事へと転送す

る機能であり，リンクアンカーはWikipediaの別の記事の

本文中の語をその語の記事にリンクさせる機能である．ど

ちらも異表記を一つの記事へと集約する機能であり，この

関係を用いることによって LSDの類語辞書では弱かった

部位表現の日常的な表記を部位の概念ツリーに対応づける

ことができる．たとえば，「まぶた」という単語は LSDの

概念ツリーでは登録されていない単語であるが，リダイレ

クト関係からは「目蓋，瞼，二重まぶた，眼瞼」といった

言葉がリダイレクト元として得られ，リンクアンカー関係

からは「一重まぶた，二重瞼，眼瞼」などの単語が得られ

る．このうち，「眼瞼」という単語が LSDの概念ツリーに

含まれているため，これによって「眼瞼」から「まぶた，

瞼，目蓋」などの表記揺れを概念ツリーに対応づけられる．

さらに (3)により，たとえば「手」と「右手」など部分一

致で結びつけられるような部位情報を概念ツリーに対応づ

図 2 部位概念ツリーの一部

ける．得られた概念ツリーの一部を図 2に示す．

3.3 相関ルールの抽出

本研究では，3.1の手法で作成したトランザクションに

部位を抽象化した「症状＋部位」を追加した後に相関ルー

ルの検出を行う．具体的には以下のステップで行う．

( 1 ) 「症状＋部位」の部位表現の置換

( 2 ) 部位の抽象化による「症状＋部位」の追加

( 3 ) パスの前方一致によるルール抽出時の選別

(1)ではトランザクションの「症状+部位」について，拡

張した部位の概念ツリーを用いて部位表現を概念ツリーの

代表表記で統一し，表記揺れにより頻度が低下するのを防

ぐ．たとえば「痛み+掌」というような「症状＋部位」がト

ランザクションに含まれているとすると，これを「痛み+

手」へと置換する．これによって「痛み+右手」などの「症

状＋部位」があったときに，「痛み+手」に置換されること

で表記揺れの統一がされ，最小支持度を超えやすくなる．

(2)ではトランザクションに含まれる「症状＋部位」の

部位表現を部位の概念ツリーに基づく上位カテゴリに置換

した新たなる「症状＋部位」をトランザクションに追加す

る．たとえば「痛み+手」といった「症状＋部位」があっ

たとすれば，部位の概念ツリーに基づくとその上位カテゴ

リは「上肢」「四肢」などになるため，トランザクションに

「痛み+上肢」「痛み+四肢」といった新たな「症状＋部位」

を追加する．

相関ルールの抽出には，最小支持度を 30，リフト値を 1

以上に設定し，Aprioriアルゴリズムを用いる．確信度は

「症状*部位」を推薦する際に利用するが，ここでは用いな

い．抽出の際，(2)のトランザクションの拡張によって自

明なルールが発生する．たとえば「痛み+手」⇒「痛み +

上肢」といったルールは同じ「症状＋部位」から (2)の追

加によって発生した「症状＋部位」同士であるため，ルー

ルとするには明らかに不適当である．そこで (3)では，部

位の概念ツリーのルートからのパスの前方一致で合致する

部位同士のルールを不適当なものをとして除外する．同じ

症状で「症状＋部位」の部位表現が「手」と「上肢」なら

ば，部位の概念ツリーでのパスはそれぞれ「身体領域/四

肢/上肢/手」と「身体領域/四肢/上肢」になるため，後者
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が前者と前方一致する．したがってこの組み合わせの時は

ルールとして抽出を行わないようにする．

以上の手法によって Yahoo!データセットの質問記事か

ら相関ルールとして関連する「症状＋部位」のペアを抽出

し，推薦に用いる．

3.4 関連する「症状+部位」の推薦

ユーザが入力した「症状+部位」に対して関連する「症状+

部位」を推薦する．具体的には，ユーザが入力した「症状+部

位」(Z symp+Z part)に対応する条件部 (X symp+X part)

を持つ相関ルールの結論部 (Y symp+Y part)を推薦する．

詳細は以下のとおりである．

( 1 ) Z sympに対応する X sympを条件部に含む相関ルー

ルの発見

( 2 ) (1)で得られた相関ルールの X partと Z partを比較

( 3 ) (2)の結果によってスコアを変え，(Y symp+Y part)

をランキング

(1)において入力した症状クエリ (Z symp)は編集距離

を利用して類似する病名の ICD10コードに変換し，相関

ルールを検索する際の入力として使用する．事前に得られ

た相関ルールの X sympが ICD10コードに変換した症状

クエリ (Z symp)と一致するルールを取り出しておく．

入力された部位クエリ (Z part)は部位の概念ツリーに

よる代表表記化を行っている．また，類似する文脈で出現

する部位表現を得るため，Yahoo!データセットを学習さ

せた fastText[13]による単語分散表現のコサイン類似度を

利用する．ここで類語表現を得る際は，コサイン類似度が

0.65以上のものを採用している．得られた部位クエリの集

合を Z’ partとする．(1)で得られたルール群の X partが

Z’ partと対応するものとしないもので二つに分ける．

相関ルールの帰結部のうち部位が対応したもの (A)は与

えられた確信度をそのままスコアとして利用し，対応しな

かったルール (B)は与えられた確信度にAの最大の確信度

の半分をかけたものをスコアとして与える．Aと Bを合わ

せてスコア順にランキングし (Y symp+Y part)を最大 10

件まで推薦結果として出力する．Bを結果に含めるのは，

たとえば「アレルギー」という症状クエリに「鼻」といった

部位クエリで入力した際に他のアレルギーの症状なども同

時に発生するような推薦の結果として含めるためである．

推薦の流れを図 3に示す．

4. 評価実験

評価のための実験として，一般的に入力されやすいであ

ろう表 1の 10のクエリを用意し，実際に推薦を行うこと

によって関連する「症状+部位」が推薦されているかを確か

めた．正解となる結果は入力のクエリに関連する症状や言

い換え表現となっているものと定義し，著者のうち 1名が

判定を行った．表 2から表 11に示す推薦の結果には初め

図 3 関連する「症状＋部位」の推薦

表 1 クエリとその評価

病名 部位 RR

痛み 足 0.14

痛み 目 0.50

腫れ のど 0.33

風邪 1.0

インフルエンザ 0.33

吐き気 1.0

咳 喉 0.50

頭痛 1.0

腹痛 1.0

アレルギー 1.0

平均 0.68

て出てきた正解に〇を付けている．これにより推薦された

結果からそれぞれの逆順位 (RR)とその平均逆順位 (MRR)

を調べた．

これによって一般的に検索されることが多いと考えられ

る 10のクエリに対しては約 2位前後で有効な「症状+部

位」が推薦されることが分かった．クエリ「アレルギー」

では，花粉症や喘息，鼻炎などの関連する「症状＋部位」

が推薦結果の上位に入った．また，「痛み+目」の推薦で現

れた「頭痛」は，群発性頭痛の症状の一つであり，「吐き気」

の推薦で現れた「頭痛」も片頭痛などで現れる症状の一つ

であるため，類似の症状を推薦できていると評価できる．

問題として「痛み」や「腫れ」といった抽象的なクエリに対

して図 3のＢの評価を適用した結果，推薦される「症状+

部位」に不適当なものが混ざることが挙げられる．たとえ

ば「腫れ+のど」に対して得られた「腫脹+咽頭」といっ

た結果は，入力も出力も同じものであるため部位もマッチ
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表 2 痛み+足

正 症状 部位

疼痛 上肢

疼痛 手

疼痛 手指

疼痛 骨格

腫脹 四肢

腫脹 下肢

〇 腫脹 足

疼痛 生殖器

しびれ 四肢

神経症 ニューロン

表 3 痛み+目

正 症状 部位

疼痛 四肢

〇 頭痛

頭痛 頭部

頭痛 顔面

頭痛 眼

腫脹 頭部

腫脹 顔面

腫脹 眼

眼振 眼

眼振 頭部

表 4 腫れ+のど

正 症状 部位

腫脹 リンパ系

腫脹 免疫系

〇 腫脹 リンパ組織

疼痛 咽頭

疼痛 消化管

腫脹 骨格

腫脹 咽頭

腫脹 中咽頭

腫脹 女性生殖器

腫脹 子宮付属器

表 5 風邪

正 症状 部位

〇 咳

疼痛 消化管

疼痛 咽頭

かぜ 咽頭

かぜ 中咽頭

頭痛

高熱

喀痰 体分泌

インフルエンザ

喀痰 痰

表 6 インフルエンザ

正 症状 部位

予防接種

かぜ

〇 高熱

咳

頭痛

疼痛 消化管

疼痛 咽頭

表 7 吐き気

正 症状 部位

〇 腸炎

頭痛

めまい

疼痛 胴体

疼痛 腹部

疼痛 消化管

疼痛 上部消化管

疼痛 胃

かぜ

腹痛症

表 8 咳+喉

正 症状 部位

疼痛 消化管

〇 疼痛 咽頭

かぜ

喀痰 体分泌

喀痰 痰

かぜ 咽頭

かぜ 消化管

疼痛 胴体

咳 体分泌

咳 痰

表 9 頭痛

正 症状 部位

〇 嘔気

疼痛 頭部

かぜ

めまい

肩こり

疼痛 消化管

疼痛 咽頭

疼痛 胴体

倦怠感

疼痛 首

表 10 腹痛

正 症状 部位

〇 腸炎

嘔気

疼痛 胴体

疼痛 腹部

便秘症

疼痛 消化管

頭痛

かぜ

表 11 アレルギー

正 症状 部位

〇 花粉症

かぜ

咳

咳喘息

小児湿疹

鼻炎

湿疹

麻疹

くしゃみ

腫脹 頭部
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したＡの「症状+部位」では取り除かれているものである．

また，利用した質問記事が比較的少ないことから，多くの

入力クエリでは症状と部位が両方一致する相関ルールの条

件部が少なく，Ｂの症状クエリにのみ頼った推薦を行って

しまう問題もある．さらに，「痛み+足」に出てきているよ

うな「神経症+ニューロン」といった質問記事からのアイ

テム抽出段階での間違いも存在していた．

5. おわりに

本研究では QA サイトの質問記事から症状とそれが起

こった部位をセットにした「症状＋部位」を抽出し，1つの

質問記事を 1つのトランザクションとしたデータセットか

ら得られた相関ルールを利用した推薦を行った．相関ルー

ルの抽出ではより幅の広いルールの抽出を行うため，得ら

れたトランザクションに部位の概念ツリーに基づいて部位

を抽象化した「症状＋部位」を追加した．これによって得

られた関連する「症状＋部位」の推薦結果を一般的に頻出

するであろう 10のクエリを用いて評価した結果，多くのク

エリでは推薦の上位に有効な「症状＋部位」が与えられた．

今後の課題として相関ルール抽出のベースとなるトラン

ザクションの増加や相関ルールの評価指標を変化させるこ

とにより，網羅性の高い推薦を行えるようにすることが挙

げられる．また，推薦の柔軟性を上げるため，症状や部位

といったクエリを直接与えるのではなく，入力されたテキ

ストからクエリを取り出し推薦を行うシステムの開発も検

討している．
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